
JP 2008-227992 A5 2011.2.3

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年2月3日(2011.2.3)
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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月15日(2010.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長多重信号光の光強度を調整し光伝送路間で中継する光伝送装置であって、
　光伝送路から受信した波長多重信号光の光強度を減衰する、減衰量可変の光減衰器と、
　前記光減衰器を通過した波長多重信号光から、ある波長の光信号を分離して光強度を監
視する第１の光強度監視部と、
　前記光減衰器を通過した波長多重信号光の一部を分岐して光強度を監視する第２の光強
度監視部と、
　前記光減衰器を通過した波長多重信号光の他の部分を増幅して出力する光増幅器と、
　前記光増幅器から出力される波長多重信号光の一部を分岐して光強度を監視する第３の
光強度監視部と、
　前記第１の光強度監視部により監視された光信号の強度が第１の目標値に近づくように
前記光減衰器の減衰量を制御し、前記第２の光強度監視部により監視された波長多重信号
光の強度と、前記第３の光強度監視部により監視された波長多重信号光との強度の比が、
第２の目標値に近づくように前記光増幅器の利得を制御する制御部とを有することを特徴
とする光伝送装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光伝送装置において、
　前記制御部は、
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　　前記第２の光強度監視部により監視された波長多重信号光の強度を波長多重数で割る
ことにより、一波長あたりの信号光の強度を算出し、
　　前記一波長あたりの信号光の強度と第３の目標値との差分を算出し、
　　前記差分に基いて前記第１の目標値を更新することを特徴とする光伝送装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の光伝送装置において、
　前記制御部は、定期的に前記第１の目標値を更新することを特徴とする光伝送装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の光伝送装置において、
　前記制御部は、
　　前記第２の光強度監視部により監視された波長多重信号光の強度が、多重波長数の変
化を検出するために設けられた第１の閾値と第２の閾値の間にあるか否かを判定し、
　　当該波長多重信号光の強度が前記閾値の範囲を外れたと判定した場合には、当該判定
の後あらかじめ定められた時間が経過するまでの間、当該判定の時点で使用していた前記
第１の目標値を用いて前記光減衰器を制御し、
　　前記あらかじめ定められた時間が経過すると、
　　前記第２の光強度監視部により監視された波長多重信号光の強度を波長多重数で割る
ことにより、一波長あたりの信号光の強度を算出し、
　　前記一波長あたりの信号光の強度と第３の目標値との差分を算出し、
　　前記差分に基いて前記第１の目標値を更新することを特徴とする光伝送装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の光伝送装置において、
　前記制御部は、前記あらかじめ定められた時間が経過すると、前記第２の光強度監視部
により監視した波長多重信号光の強度に基いて、前記第１および第２の閾値を更新するこ
とを特徴とする光伝送装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の光伝送装置において、
　前記第１の光強度監視部により強度を監視されるある波長の光信号は、光伝送装置の制
御に用いる情報を運ぶ監視光であり、
　前記第１の光強度監視部は、光強度を監視した後の監視光を前記制御部へ出力し、
　前記制御部が作成した制御用の情報を光信号に変換し、前記第３の光強度監視部からの
波長多重光信号に合波する監視光挿入部を有することを特徴とする光伝送装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の光伝送装置において、
　前記光強度監視部は、
　　波長多重信号光から前記ある波長の光信号を分離する波長分離部、または、前記波長
多重信号光の一部を分岐する分岐部と、
　　前記波長分離部または前記分岐部からの光信号の強度を検出する検出器とを有するこ
とを特徴とする光伝送装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の光伝送装置において、
　前記第１の光強度監視部により強度を監視されるある波長の光信号は、光伝送装置の制
御に用いる情報を運ぶ監視光であり、
　前記制御部は、波長多重信号光が無い状態でも、前記監視光と前記第１の目標値を用い
て前記光減衰器を制御することを特徴とする光伝送装置。
【請求項９】
　請求項１記載の光伝送装置において、
　前記第１の光強度監視部は監視光の強度を監視し、
　前記第２の光強度監視部は入力信号光の強度を監視し、
　前記第３の光強度監視部は増幅信号光の強度を監視することを特徴とする光伝送装置。
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【請求項１０】
　請求項９記載の光伝送装置において、
　前記制御部は、前記光減衰器に対し、前記第１の光強度監視部の前記監視光の監視結果
に基づいて前記監視光の出力一定制御を行い、前記光増幅器に対し、前記第２の光強度監
視部の前記入力信号光の監視結果と前記第３の光強度監視部の前記増幅信号光の監視結果
とに基づいて前記信号光の利得一定制御を行うことを特徴とする光伝送装置。
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